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長崎縣福江島五島砿山琵蟻石の顯微鏡的観察　（津地忠男）
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第13圖　五島膿i山を中心とする匠域の空中窺眞より

　　『推定される地質匠分（山田・1951）

地層の走両はほぼ東西ないしN70。W，傾斜はN20。

内外，鉱脈の方向はやや不規則であるが，ほぼ地暦の走

向に一致している。

2，3の小露頭が僅かに試掘され，それらの下底部を

探る目的で15m丙外の短い坑道が3本備けられている

が，予想される有望地点に到達する直前で掘進を出めた

まま放棄してあるo

鉱石は現布のところ品質が余りよくない淡紫色種7紫

色種に属する。

　現在の鉱況は良好とはいい難く，鉱床の将来性は全く

予想がつかないが，第12図に示した鉱床賦存予想地点

まで坑道を延長すること，および第11図に示した東西

方向の変質帯内の探鉱を行うことは焦眉の急であろう。

　ちなみにこの丁場は，海岸に專用積込桟橋をひかえて

おり・例え小規模であつても・優秀な鉱床が発見される

かどうかはその将来を制する重大な問題である・

13．結　言

調査の結果新たに明らカ）にされたことは，

a）一・見不規則な産状を示すようにみえる数多の鉱床

も，これに件う変質幣の分布，弱線の方向，帽岩となつ

ている始新世地暦との関係，鉱床の位置と鉱石の特徴等

を観察すると，1それらの間にある一定の規則的関係が認

められることd

　b）この関係を利用することによつて鉱床探蚕の具体

的方法の決定，および残存鉱量の推定が比較的容易に行

いうることQ

c）　こうして算出した残存鉱量は鉱量の項に表記した

通りであつて，一各種の鉱石によつて李均約10力年間の

生壼を支えるに足ること等である。しかし，五島がわが

國のダイアスの生産上に占める重要度を考えると，さら

に探鉱を積極的に進めて鉱量を増加させる必要がある。

探鉱の具体的箇所は有望地域の項で述べた通りである。

　いま1つの間題は1今後探鉱が坑道を主とせざるを得

ない状況に鑑み，ダイアス・上蟻・特蟷の生産コス下の

上昇を防ぐために相伴つて多量に出鉱されるクレー用蟻

石のより有効な利用，すなわち水簸実牧牽の向上に努め

ることが得策と考えられる。（昭和26年 3ル4月調査）
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Microscopic　Observation　of　the

　R6seki　in　the　Got6Mine，

　　　Nagasaki　Prefecture
　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

＊鉱床部・

by

Tadao　Hamachi

　The　mineral　associatiσn．in　und6r血en－

tioned　ores　in　the　Got6Mine　is　as　follows：

　（1）D＆ias－diaspore十（pyrophyllite）十

（corundum）
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．地．、質調査，厨月．報、（第4雀第2号）

　（2）Special　Daias一（a）corundum十・
（pyrophyllite）十（andalusite）十（diaspore）

　（b）andalusite十dumortierite十comn－
d聯＋diasp・re＋pyr・phyllite［，
　（3）T・k面，J・rδ一一diasp6re＋’pyr・ph辛

11ite＋（corundum）

　（4）　Rutsubo　111　（a）　pyrophyllite：　
（diaspore）　111　（of　grani仁e　porphyry　origin）

　（b）　pyrophyllite十quartz十（diasgore）
・
一
（

of　sedimentary　rock’origin）　　鮎

　（5）　R6seki　for　day－pyr6phyllite十
quartz　l　accessory　mineral

　The　subjects　for　future　studies　are：

　（1）Determination　of　minerals　contain－
ing　Fe　and　Ti，which　occur　in　exceedinglyd

small　amount　in　the　ore．

　（2）Deteminatioll　of　the　clay－mineral
in　the　altered　country　rock．

　・（3）Existence　of：kaolin　mineral　in　the

ore．

第11表，

主
成
分
鉱
物

鉱
石

、各

耐
．火

度

下部または中心部　　　　’→上部または周辺部

コラソダム

1葬鱒駕嚇欝母岩

ダイアス
特蝋　　　ルッボ　　クレー用蝋石

上蜷　　 ＝蠣石

SIく38十　　SK38＾’34　SK：30～32

各鉱床の性状は次め通りである。

第2表
名称

　　　　　　　　　　　　水車跡
　　　　　　　　　　　　東谷
　　　　　　　　　　　　西谷
　　　　　　　　　　　　横道
　　　　’1・緒言　　　　 雷山
　　　　　　　　　　　　大堀　畢崎縣南松浦郡大浜村（幅江島）にある五島砿山の蜷石　　　ッッヂガ

およびダイアスポア鉱鴎明治時代から開発紘現騰前山、

、在ではダイアスポアg生謹は日本の生産額の80％にお

よび，また水簸設備も完成してクレーを製造している。

　当鉱山の調査研究は比較的多いが，そのうち，渡辺万

次郎による太李洋職雫中のアルミニューム原料としての．

母 ・岩

花崩斑岩

〃

〃

水成岩

ケ

〃

グ

〃

コランダム

○

×

×

×

x
・×

×

×

ダイアス

◎

O
O
◎一

〇

×

×

×．．

クレー用

蝋石

研究，および山田義雄の窯業学的な班究が主要なもので

ある。昭和26年2月）から3’月にわたり，本所鉱床部非金

属課の岩生周一および山田正春とともに編江島の蠣石鉱

床の調査を行い，鉱床と地質構造との関係が解明され，

すでにその結果は発表された。その後調査鉱山のうち，　P

特に代表的な五島砿山の鉱石について顯微鏡観察を行つ・

たので，その結果を報告する。

なお鉱石の化学分析および耐火度測定を実施された八

幡製鉄所化工部中原炉材課長および日本鋼管川崎工場若

林課長に深く感謝する次第である。

・◎相当量存在する

O存在する
×ほとんど存在しない

◎

O
O
×・

×

、×

×卜

×

上記以外の例えばルツボ等は比較的普遍的に存在す

る◎

鉱化作用は花崩斑岩中では節理，永成岩中では主とし

て暦理，時に破購に沼い著しく行われている。

　　　　3．「’鉱石一
3．1　鉱石の分類

鉱山側で分類している鉱石の名称は次の通りである。

第3表名称．匡成分鉱物

　　　2。地質鉱床の概要
地質はドーム構造をなす古第三紀（P）の砂岩層に花嵩

斑岩が逆入し，鉱床は両者を塊状あるし・は暦状に交代し

たもので・しばしばかなり広い変質帯を周囲ンヒ俘う。し

かも鉱床の位置およぴ形は地質構邉に明瞭に支配されて

いるo

最も代表的な場合には，鉱床中に次のような累帯配列

がみられるo

・ダイアス
特　　蜷
上　　麟
ル’　ツ　ボ

クレー用蠣石

蟷F　石鱒

ダイアスポアー

ダイァズポアP

葉蠣石
葉蟷石
葉蠣石石　　英
　〃

耐火度
SK：38十

SK

SK32∩’30

＊五島陵山では，耐火度の低い蝋石は採算がと乳鷺いので膿掘しな如。

しかし，富江町の田尾鉱山では，これを八幡製鉄所等に耐火原料とし

て費鉱しているので一慮鉱石として蠣石と呼聡する。．
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　　　　　　　　　　　　長崎縣編江島五島砿山産蝋石の顯微鏡的観察

　すなわち鉱石は耐火原料として耐火度を主な標準に分

類されているが，鉢物の組合わせおよびその組織從つ

て化学成分も非常に重要な要素である。

　本報告では，大体鉱山側の分類に基いて説明する。

　3。2産訣および外観（第．1・2図参照）

　3．2．1　ダイアス：これは第1図に示したように脈状

あるいは紡錘状を呈し，ルツボにより囲まれるのが普通

ひ副
レレ1

　レ’レ、

レ．　レ

　レ　　レ

　し　　レ

畢

　　レ
　　レ

木車跡

ゼい＼

ハlll

一
I　m

、l　U　レレ　レ
ヤ　ロ

　し　ロ　　　レ　　レ

い／tしレγ

・1、1レレ

1愚，藩

（浜地忠男）

A

C

鞭騨多　P
　　4碗

A3デユモルテイール

　石および紅柱石を

　含む部分

Cξ　コランダムを主と

　する部分

P：　葉蠣石を・主とする

　部分（ルツボ）

第2圖　水車跡産，特殊ダイアス
横道

lIm

璽目1目匡コ圏ダイアス特蝋　1レツボ　クレー　砂岩一
　　　　上蝋　　　　　用蝋石

第1圖　者種鉱石間の關係

である。花醐斑岩中に発達する場合には，節理の方向，

水成岩中の場合には暦理の方向に支配されて賦存する。

その厚さは横道の場合には50cm以下である。雷山で

は特殊な謹状を呈し破陣帯の充翼部を交代して産出す

るo

　鉱石は普通純白色を示すが時に帯紫色を呈し，堅硬で

蟷感を呈しない。また紬かい砂岩状を呈するのが普通で

ある。

　3・2・2特殊ダイア不汽　第2図に示すように，ダィ

アスと全く同じ産状を呈するoただそめ厚さは普通数

mmないし2’》3cmで10cmを超えることはほとん
どない。

　淡青色（コラシダムを主とする時），淡紅色（紅柱石を

主とする時）あるいは紫色（デュモルディール石を主と

＊現在はその鉱石は産出しないが，コランダム・紅柱石・デユモルテイ

　ール石を含むものを便宜上名付ける。

する時）を呈し非常に堅硬である。普通次白色の葉蟻石

を主とする部分を混えている。

　3．2．3上蝋および特蠣：産状はダイアスと全く同じ

である。暗友色～暗褐色を呈し，葉蠣石の部分が肉眼で

も認められる。堅硬緻密で，やや蟻感を呈する。一

－3．2．4　ルッボ：友白色～友褐色で，横道等に壼出す

るものは淡褐色の部分と次白色のものが幅1cm以下の

不親則な縞模檬1伏に入りまじつており，ダイアス・上蠣

等と共存することが多い。はなはだ蠣感に富み，時には

透明感を示し非常に柔かい占

　3。2．5　4レー用蠣石：花歯斑岩が相当蜷石化したも

ので1明らかに節理の方向に発達し，、水車跡では長径

100m余のレソズ状を呈する。次色を呈し，全般に亘つ

て石英の斑晶が散在しているめが特徴で，石英の斑晶を

含有している事実を除けば，’ルッボとほとんど同様であ

る0

　3．3　鉱石の顯徴鏡下の観察

　3・3・1　ダイアス（第3図A）：主成分鉱物はダイアス

ポアー，副成分鉱物は金紅石。葉蟷石・コランギムであ

るo一
　ほとんどダイアスポアーよりなり，結晶の間隙は小量

の葉蝋石によつて満たされている。ダイアスポアーは粒

状の集合体あるいは柱状を呈し，横道等の水成岩塗母岩

とするものは，水車跡等の花崩斑岩から変質したもりよ

り一般に粒度が細かく・前者嫡長径0・05mm以下の柱

歌あるいは粒状の集合体で，後者は長径6．08ヴ0．1mm

の柱状を呈するものであ嚇る◎

　金紅石は黄褐色を呈してダイア不ポアーの素地のなか

25“（99）
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ク

　　　　　AOO402卯房B　　　　　　　　～
第3圖　五島廣山鉱石の顯微鏡下の駅態
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　　第4圖、．五島暖蓬山鉱石夢顯微鏡下の版態

灘鯉㌧騰妻野
　　（コランダムを主とする部分）　　　R：　金紅石

C

　に散点し，0。02’》0．04mm位の不規則な軍晶をなし，

　あるいはこれらが集合して板状に近い集合体をなし，時

　に長径0．3mmにおよぶことがある。

撰　葉蠣石は主に葉片状の集合体として存在してレるが，

　時に銀杏葉状あるいはやや不定な形を示し1大ぎさぽ

　0．02～0．2mm位である。

　　コラソダムは嘗紫色を示す鉱石中に限つて存在してい

　るo’

　　3．3。2特殊ダイアス（第4匪参照）

　　呂．3．2。1・コランダムを主とする部分3主成分鉱物は

　並ラyダ去，副成分鉱物は葉蠣石・金紅石・紅柱石・ダ

　イアスポアーであるo、

　　コランダムは0．1’》0．5mm’の柱状の軍晶ある’いは集

　1合体をなして素地を作る。

♪
R

　葉蝋石はコランダムと均一に混合

する場合と，，細脈状にコラソダムを

貫ぬい七渥…出する場合があり’，前者

の場合における結晶の大ぎさはQ．02

mm内外であるが，後者の場合には

．しばしば0し5卑瓢におまぶ：ものが・

細脈の中心部を構成してヤ・るoまた．

コランダム帯のなかに長径2．5mm

におよぶ斑点が発達し，その中心部

・に0．3～0．4mmにおよぶ葉蝋石，

周辺部に0．01《’0．02mmの葉蟻石

が発達する。この斑点にはほとんど

常に紅柱石の集合体（個々の大きさ

は0．01mm±）が発達し，稀にダイ

ァスポアーを俘うo

　コランダムを主とする部分の外側

に分布する葉蟻石部には稀に石英を

含むことがあるQ

　3．3．22紅柱石を比較的多く含、

む部分：　構威鉱物は紅柱石，デュ

モルティー～レ石・ダイアスポアー・

コランダム葉蟻石・金紅石である。

これら各鉱物の容量比は一定してい

ないo

　紅柱石は0．5mmにおよぶ柱状
あるいは粒状結晶の集合体をなす。

　デュモルディール石は普通針歌あ

るいは繊維嚇ナ状をなし，時にその・

中心部が粒状の集合体あるいは柱状

をなすQ、またその周辺部が紅桂石に・

かわる場合もある◎　　一

　3．3．3　特蝋・上蟻：主成分鉱物

はダィァスポァr・葉蝋石，副成分鉱物嫡金紅石マコラ’

γダムであるo

　ダイアスポアと葉蝋石とが均一に混つて素地を作り，

これを葉蝋石の細脈が貫ぬいているoダイアスポア［ば

0．1mm内外のものが最も多く2コラソダ4を少量件5

ものもある。

　3．3、4ルツボ（図版1参照）、

　3．3．4．1花嵩斑岩より変質せるもの：主成分鉱物ば

　　　　　　　　　ド葉蟻石．副威分鉱物は金紅石・・カオリソ？・ダイ「アスポ

アー・ （チタナイト）・（赤鉄鉱？）であるo

　明瞭に斑朕構造がみられる。斑晶も石基も全く葉蟻石

よ
． りなる6斑晶を交代した葉蠣石は長径0・ユnlm内外

、に蓮するが， 石基は0」02mm丙外の小晶よりなる。
　3．3．4．2 水成岩より変質したもの：主庫分鉱物は葉

26一（100）
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長崎縣輻江島五島砿山蓬蟻石の．顯微鏡的観察　（浜地忠男）

第　4．表

圖版1　ルツボ

，

蟻石・石英，副成分鉱物は金紅石・ダイアスポアー・チ

タナイト・（赤鉄鉱？）である◎

0．05～0。1mmの石英の集合体と，これらの間を埋め

る0．02mm内外の葉蠣石の集合体よりなる。

3・3・5　クレー用蠣石（図版2参照）＝「主成分鉱物は葉

蟷石・石英，副成分鉱物は傘紅石・チタナイト・（黄鉄、

鉱）・（赤鉄鉱？）であるQ斑状構造が残つている。

　　　　　圖版2　クレー用蝦石
　　　　翫．　Qu翫rtz　　　b．　PyrOPhyHite

斑晶一石英には径3．5mmにおよぶものがあり，そ

　の割れ目に滑い葉蝋石が生成されている。

　長石は全く葉蠣石に交代され，部分的には石英にも

　交代される。葉蠕石の大きさは0。03［0。05m嘩で

　あるQ
石基一〇．01醒0．02tnm位め葉蟻石が素地を作り，そ

　の中に0．05瑚m内外の石英が比較的均一に散在し

　ているo
各鉱石につき，主要な構成鉱物の組合わせは次の通り

であるo

製品として出荷している水簸物の品質については，別

項調査報告書に述べてある通りであつて，石英粒と葉蜷ト

石片との量の多寡，およびそれらの粒度の差によつて3

等級に分げられているo

石

葉　　蠣

ダイアスポアー
コ　ラ　ン　ダ

デ4モルティール石

紅　　柱

英 ○O △・ △

石 ◎ ○◎ ○ ○ ○ ○ △△ ○ ○ ○ ○

アー △ △ ○ ◎ ○ ○ ◎
1◎

○ ○ ○ ○

ム △ △ ○ △ O O ○ O
ル石 ○ ○

石 O O ○

、横グ水
道レ車

ル1跡
　用ル
ツ蟻ツ
ボ石ボ

一｝一特上　ダ．ダ特
蠣蟻　イ　ィ殊
　　　ア　　ア

　　　．ス　　ス

◎極めて多量　　△極めて少量

　　　　　4．構成鉱物勿性輩

14。1　紅柱石管

短柱状，粒状等をなして産し，しばしば葉蟷石により

交代されたらLい状態を示す。肉眼的には淡紅色を呈す

るが・薄片では多色性を示さない。典型的な結晶につき

2V＝80。（光学性負）の値を得た。

4．2　デュモルティール石

針1伏，粒状，放射繊維状時に柱状をなして謹し，稀に

その周辺部は紅柱石となる。紅柱石あるいはコランダム

と共存し，微細な結晶が散点するので，．分離は不可能懸

あるが，紅柱石および葉蝋石を混えた試料について分光

分析（化学課で実験）した結果，翻素の存在を確認したこ

と，および前記試牌の琴線写眞の粉末線が朝鮮産鉱石

（デュモルティール石・明馨石・葉蜷石よりなるもの）の

それとある程度一致することからデュモルティール石と

決定した。顯微鏡下においては，屈折率が紅柱石よ一りや

や高いこと，および2Vが40ゲ44q鞭（光学性負）であ

ることから識別できる。多色性はX：淡紘青，Y，Z：

無色。

4．3　ダィアスポアー　ド

ー般に柱状・無色・同一結晶で複屈折の変化が多い。

2V＝82。（光学性正）

4．4藁蝋石
葉片状集台体が多く，時に銀杏葉為るいは短溺状を呈

す為。普通0。01ん0。02mmの大きさであるが，小脈状

あるい慨，髄なして謝るもののうちには0．5㎜・

におよぶものがあり，斑晶を交代したものは石基のそれ

よりも大きいoα＝1．562，’γ＝1．600，2V環600

迷鰍鍍蓬万茨郎により，その光畢性は，X一淡紅，淡青，Y，Z一黒

　・色・瀕色」一1・6358・γ一1・6487・矧一〇IP129と儲塾て

　いるo
＊＊粒状のもの2個にづき，44。および40。の値をそれぞれ得たo
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4．5金紅石
o．02～0．04mmの粒状の軍晶および集合体をなし，

特に後者は全体として短柱状を呈する場合が多い。普通

黄褐色を呈するが，時に暗謁色を呈する。・

　4．6　不透明鉱物

不規則な形式は時には板歌を呈し，金紅石と密雑する

場合もあるg恐らく赤鉄鉱あるいはイ～レメナイトのいず

れかであろうが，決定的な資料がなく，その決定は将来

ρ問題であろう。ただこれらの鉱物はダイアスにはほと

んど産出せず，それ以外の鉱石にはしばしば認められ

る0

　4．7カオリン

　葉蟻石部に時に複屈折および屈折率が極めて低いもの

がみられカオリナイトでは、ないかと，思われるが，これの

決定も将来の研究に倹つべぎであるo』

第 5

　　　5．化学成分および鉱物組成
鉱石の化学成分および耐火度試験の結果は第5表4）通

りである。

この化学成分から判断して次のことが認められるQ

a）ダイ・アスは70《ゾ90％のダイアスポアーを含むも

ので，・友紫色のものは3％のコラソダムを含む。

b）特殊グイアスはコラソダム・紅桂石・デュモルテ

ィール石の3者を相当量含有するために，1ε．！ossが小

さい割にAI203が多い。・

c）特蟷は32’）45％め葉i蟷石を含み，残余の大部分

はダイアスポアーで，他に僅かに11％めゴラソダムを含

むものもある。

d）水車跡謹のルツボは90％位ゐ葉螺石を含み，5％

位のダイアスポアーと3％のコラソダムを俘うものと思

われるo

　　　　　　　　　　　　＼
表

Si・2A1263唇禽2Ca・

絶ダイアス4．。6177．23。．48

　　　　　　　　1
　　．〃　　　　　　38。8143．62　1．19

　　シ　　　　　6．24・78．05　1．15

鱗色．　l　l
　ダイアス◎42177●7613－97

　　〃　　　　　16．6269．31　1．89
特殊ダイアス4。．54！5・．6f・．64

　　．，38．74153．79。．8。

　　．　・43．9214610gi5．28

　　〃’・　　　46∫3846．65　1．23

　　　　　　　　ド特 　螂0・70t57・071L65

ル1．ボll：畿：lll欝

　　　　　　　　1　　〃　　　　　　73．6620．95　1．15

クレー用蟻石77．4616．531。89

　　〃　　　　　　78．4415．39　2．31

　　4　　　　　　79．7414．70『0．46

　lAlka．
MgOli

0．46　0。19

tr． 1．11

0．16　0．13

0．30　2．13

0．08
10．・23

0．40

0．50

0．10

0．Q6

0．06
tr．

0．10

、0．10

0．04

2。64

0．10

0．35　1．49

0．61　tr．

0．071

0．18

0．12

0．19

tr．

0．15

0．19

0．10
1。49　0。14

　｝

Ig
LOSS

14．29

14．44

13．72

13670

11．62

5．61
5
，
．23

3．34
、5．40

10。06

9．40

一R20

0．16

5．16　0．16

3．56

2。60

2．36
・坤・3・

Tio2 SK

0．84

0．99

0．50

0．56

0．86

0．54

i36域上

36．以上

38。以上

36一
』
3
5

一

32十

30．0

｝碧3、

分析者 産地

八幡製鉄所1

蜘工部炉材課

日本鋼管川崎
工場炉材課

川　崎
三池製煉所
炉材課・

川　崎
八　1幡

　〃

川　崎
ゲ

〃

〃

ケ

〃

グ

〃

横道

水車跡

東谷1号

水車跡

ケ

ケ

〃

〃，

　〃

雷山
水車跡

　グ

横道
水車跡

東谷

備 考

Sio2とA！203の
値がおかしいが参
考のために記載す
る

紳津淑肪，編江図
幅および同説明書

〔2P3の試料につき，K20，Na29，FeO，B203汐C1，F等ρ分訴を化学：諜で行つているが，

まだ結果は判らない〕

、

』0 200 400 600 800 1000C

第5圖　水車跡シレツボの示差熱分析曲線（垂村技宮劃建）、
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第6表　水車跡産ルツボのX線写眞

d

4．35

3．09

2．60

2．43

2。08

1．94

1．65

1．49

1．38

1．28・

1．219

1．212

1

V．S．

　S．

∫s・

匙S．

　M

　M

　M

　M

　S．

　W．，

V．W．

V．W．

〔註〕　対陰極Cv．30K．V．

　10mA，6hr，カメラ牛径3cm

　W　弱い
　M　中位
　　S　．強い

　〔大津技官測定〕

々．∠033

　横道産のルツボは7L5％の葉II職石と26．0％の石英を

含むQ
　水車跡産のものは顯微鏡下でカオリンらしいものが認

められるので，念のため2個の鉱石のX線および示差熱

分析試験を行つた。その結果は第6表および第5図に示

す女月ぐである。

　e）　クレー用蝋石は葉蟷石を47【》66％，石英を31一’一

49％含む。

　f）Tio2およびFe2磁は各鉱石に少量ではあるが普

偏的に存している。これは金紅石あるいは赤鉄鉱が存在

しているため と、思われるo

　g）アルカリは地質調査所化学課で行つた分析の結果

に．よれをま，　pyrophyllite　ore・Na20　0．15％，．K200．09

％，diasporeNa200。06％，K200．05％でほとんど含

まれておらず，鏡下でも槍出されないので，一鷹絹雲母

の存在は考える必要がないようである。

　第5表から各鉱石のIg．10ss，A1203およびSiO2の

100分比を算出して3成分系図にあらわすと第6図の如

くである。

　第6図で判るように特殊ダイアスを除いた他の鉱石

は，ほぼSio2（石英），4Sio2・Al203・H20（葉蝋石））及

びA1203・H20（ダイアスポアー）を結ぶ直線の近くに位置

を占め，ほぼその鉱物組践と一致した結果を示している。

特殊ダイアスのみがその直線をはずれてSio2・A！203

（紅桂石）に近づくのも，その鉱物組成から判断すれば

　　　　　　　　　　　　　訪∂甲0ハ∂

　　　　　　倫0∠1ρ　　　　ン！
　　　　　　。　　　　　　　　　，4

　　　　　　　　　ノ’　　o　　　　　　　・ノ『

秒吻グ鯵6／・毒・
　　　／フk車跡郎
　．4旬横這

3102

幽喰　　　　　 廟σ∂乙u3／dθ

　　　・ダイアス　　　　　○』レツホ“

　　　×特殊ダイアス　　ロクレー蝋石
　　　の特蝋

　窺203
00俗ησU砂

　　第6圖　五島膿山産鉱石のIg．10ss－AI20g旨一SiO2

　　　　　　　　　の3成分關係圖

当然である。

　　　　　　　　6。母　　岩

6．1花高斑岩（図版3参照）

斑晶一最大径5mm．におよぶ斜長石・石英および有

　色鉱石の変質物よりなる。斜長石は徴量の葉蠣石様

　鉱物に交代され，元の有色鉱物は緑泥右・駒簾石お

　　よび不透明鉱石の集合体となつているo

石基一径0。02《・0．05mmの石英の集合体よりなり，

　　斜長石を少量含むものもある。また微量の緑泥石・・

　　　圖版　3　』花　嵐

a，Quartz　　　b．Chlorite

第7表　原岩の化学成分P（八幡製鉄所分析）

斑　岩

c．Plagioc1肌se

、花　嵩　斑　岩
砂　　　　　　，岩

Sio2

71。58

85．16’

A1203

16．34

10132

Fe203

3．20

1．44

CaO

2．48

0．26

MgO

1．15

0．05

AlkaliJ・経L・ss

3．02
－0．49

1．70

1．68

Tio2

0．25

0．06
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葉蝋石様鉱物および不透朗鉱物がみられるo

　その化学成分は第7表の遙りである。

　さらに変質の程度が進むと，葉蜷右様鉱物の量が増大

する。西谷の鉱床の近くのものの水簸物のX線粉末写眞

臆，絹雲母の存在を示すので，鶉変質帯の葉蝋石様鉱物

，は絹雲母の鳶能性がある9

　6．2砂岩
　普通0．3m卑の石英の集合体よりな「り翁長石をその

まま残して》るのぱ稀で1葉蟻η様鉱物に交代される。

その化学成分は第7表の通りで，この試料では，アルカ
’
リ
が ほとんどないので，葉蝋石ではないかと思われる。

他に鉄・チタソ鉱物は普遍的に存在する。時には透輝石

らしいものを認めるo

　　　　　　　（ロ）紅柱石十デプモルティpル

　　　　　　　　石十コランダム十ダイアス

　　　　　　　　ポアー＋葉蟷石
c）　特蠣・、ヒ螺・…　ダイアスポアー十葉蟻石十（コラ’

　　ンダム）

d）　ルツボ・一・（イ）葉蟻石十（ダイアスポアー）

　　　　　（ロ）石英＋葉蟻石＋（ダイアスポアー）

e）　クレー用蟻石・…石英＋葉蝋石

未解決の点はルツボにおいて，カオリyの存在の有無

と，各鉱石に少量ながらも普遍的に存在する金紅石檬鉱

物および不透明鉱物の決定，すなわちFeおよびTiが

いかなる形で入つているかであるo

　　　　　　　　・（昭和26年2～3月調査）

　　　　　Sio2
i閃緑岩質花歯岩　72．35

自色砂岩87．45

、　A！203　　Fe203　FeO

　12．93　　　1．12　　　1．79

　　　　へ　7ら68　　　　　　　0．46

MgO
O．73

0．21

　すなわち五島砿山附近の母岩はいずれも新鮮なものは

なく，いずれも広算囲にわたり変箕作用を受けでいる。

　なお，参考のために紳津傲肪によつて発表された輻江

島産の閃緑岩質花崩岩，および白色砂岩の化学分析値を

．上に掲げるo

　隻

　　　　　　7．結　語
　当砿山の鉱石はダイアスポア［・葉蟷石。石英・マラ

ソダム・紅桂石およびデュモルティール石等の組合わせ

肌より分類される◎すなわちおおよそ次の通りである。

　a）　ゲイアス・∵・ダイアスポアー十（葉蟷石）十（コラ

　　ソダム）

b）特殊ダイアス・‘一（イ）コラソダム＋（葉蟻石）＋

　　　　　　　　（ダイアネポアβ）十（紅柱石）

CaO　　Na20　　K20』Ig．10ss　TiO2　　Tota1

3．51　　　　3．29　　　　2．56

2．57　　　　　　0．11

1．94　　　0．42　　100．64

1．80　　　0．31　　　100．59
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On　the　Gold　Vein　of　the　Fuke

Mine，：Kagoshima　Prefecture

　　　　　　　by
　ミ
Kiyoshi　Takashima＆Sakiyuki　Mononobe

赤鉱床部”　　駄

　　（1）The　Fuke　min3　district，conSist
mainely　of　the　Neogene　lava；two－pyroxene

、andesites，1iparite，and　augite　bearing　hypef－

thene　andesite．

　　（2）Many　veins，i．e．Hon・Pi，1chigo・V．，

Ginshiko－V．etc．are　found　in　two　pyτoxene

andesite，　an（1　t真ey　belong　to　epither卑a1，

五ssure　filling　gold－quartz　vein，　hαving　an

30」（104）




